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「江戸時代中期の治水仕
法・紀州流・井澤弥惣兵衛為
永の業績について」

令和６年１1月21日

千葉県立関宿城博物館

調査協力員 市川幸男

日本河川協会 主催
彩の川研究会 共催
第214回 河川文化を語る会



・土木の日について

毎年１１月１８日は「土木の日」です。土木学会の前身の「工学会」の設立が、明
治１２年（１８７９年）１１月１８日でした。平成１２年（１９８７年）１１月に、制定されました。

「土」＝「十」と「一」
「木」＝「十」と「八」 に分解して読めます

。

土木学会の前身の「工業会」が設立されたのは明治１２年ですが、「土木学会」とし
て改組発足したのが大正３年（１９１４年）１１月２１日です。

「土木の週間」 １１月１８日～２４日の一週間を「くらしと土木の週間」として，各地で
色々な取り組みがなされています。



本日の主な内容

１、おさらい

利根川東遷と関東流

伊奈氏の業績
関東代官頭伊奈備前守忠次

関東郡代伊奈半十郎忠治

伊奈半左衛門忠克

２、見沼通船堀について
皇太子殿下行啓対応を含む

３、見沼代用水開削と見
沼干拓について

用水路沿線の沼地の干拓を含む

４、飯沼干拓と吉田用水開削について

５、江連用水開削、小貝川福岡堰改築、手賀沼干
拓、江戸川中流部のショートカット及び庄内古川の
合流点引き下げ、越後紫雲寺潟干拓、木曽三川分
流計画の策定（薩摩藩の宝暦治水を含む）等につ
いて

６、井澤弥惣兵衛に関する関連事項
・紀州流の師、大畑才蔵
・嫡男楠之丞正房と部下達
・事業推進に尽力した名主や町人達
・井澤弥惣兵衛のお墓、関連のお寺、神社、
顕彰碑等について

（質疑応答）

７、ご存じですか？へーそうなんだ！
８、推論・私論
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徳川家康の江戸入府を契機に河川事業に着手。最も大きな事業が、
東京湾（江戸湾）へ流れていた利根川の流路を太平洋へ変更した事業。

○埼玉平野の新田開発（６７万石→１２８万石へ）

○江戸を水害から守る（その後もたびたび氾濫を繰り返した）

○舟運路の開発（沿川のまちは河岸として栄え野田の醤油などもこの時代に発達）

海難事故の多い房総半島沖を避けて、東北地方から銚子で船荷を積み替えて、利根川、
江戸川を経て江戸に年貢米などの物資を安全に輸送が可能になった。）

おさらい：利根川の東遷

江戸湾
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・初代 伊奈備前守忠次
（いなびぜんのかみただつぐ）

徳川家康に仕える
小田原北条氏攻めで功績
会の川の締切（利根川東遷の開始）
現在の綾瀬川源流点の備前堤を築造
（元荒川を綾瀬川筋に流下しないように分
離）
関東地方各地に備前堀を開削
一万石の大名格
現在の伊奈町の小室に城を構える
検地の実施、関東代官頭

・三代 伊奈半十郎忠治（忠次次男）
初代の関東郡代

新川通りの開削
赤堀川の開削着手
江戸川上流部の開削
荒川の西遷（久下の瀬替え）
鬼怒川・小貝川の分離
小貝川の岡堰、山田沼堰を築造（現在の
福岡堰）
７千石、旗本各。現在の川口市赤山に陣
屋を構える。

おさらい：伊奈流と関東郡代伊奈氏

・四代 伊奈半左衛門忠克

赤堀川の増掘削（利根川東遷の概成）

・七代 忠順（ただのぶ）

富士山の宝永噴火に対して災害復旧を主導

・八代 忠逵（ただみち）

葛西用水の概成、溜井で多段式の落水→用水の再利用

（伊奈流の典型的な農業用水路）

・十二代 忠尊（ただたか）

家事不行届きを理由に、罷免・改易される

（後継者問題で養子が比叡山に出奔したことを幕府に届け出ていなか
った。表向きの理由。）

○伊奈流又は関東流

低い堤防で中小洪水を防ぐ

遊水池や湿地に水を貯める

用排水の兼用、溜井により反復利用

武田信玄の甲州流の系統といわれる



突然ですが、ここで速報です。利根川東遷の赤堀川の開削には、2万人を越える大勢
の隠れキリシタンが作業に従事していました。栗橋宿の深廣寺にある供養塔「六角名
号塔」。「南無阿弥陀仏」の「南」の字に十字架が描かれている。

隠れキリシタンの2／3は九州から移住。残りは信州高遠や上田、越後の高田から移住し
たと推定されている。幕府の禁教令が出されている中でも労働力として「治外法権」で伊
奈氏に庇護されていて、個人の崇拝は黙認されていたようである。
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紀州流・井澤弥惣兵衛為永

• 紀州藩出身
• 吉宗の享保の改革の担い手
• ６０才で幕府旗本に採用、幕府勘定方→

勘定吟味役格→勘定吟味役と昇進
• 紀州流の治水利水工法を推進
• 晩年７３才で，美濃郡代を兼務

木曽三川の分離計画を策定→薩摩藩の
宝暦の治水につながる

連続堤防方式
江戸川中流部のショートカット・庄内古川の合流

点の引き下げ（金杉～深井新田）
綾瀬川中流部のショートカット

用排水分離方式、溜井や沼沢地の干拓による
新田開発
見沼の干拓、見沼代用水の開削
見沼通船堀の設置
高沼の干拓、高沼用水の開削
手賀沼の干拓
飯沼の干拓、吉田用水の開削
江連用水の開削
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1590年（慶長 8） 徳川家康が江戸城に入府

1594年（文禄 3） 利根川東遷事業の始まり（会の川の締切）

関東代官頭伊奈備前守忠次が指揮

1629年（寛永 6） 八丁堤（長さ870m）の築造により見沼溜井(1,200ha)

の造成。関東郡代伊奈忠治が指揮

1727年（享保12） 見沼の干拓、見沼代用水の開削に着工

勘定吟味役井澤弥惣兵衛為永が指揮

1728年（享保13） 見沼代用水（利根川から約60kmの用水路）が完成

見沼田圃の干拓1,200ha

1731年（享保16） 見沼通船堀の築造（見沼代用水と芝川の水位差 3m）

西縁用水～芝川 654m、 東縁用水～芝川 390m

見沼通船開始。高田家と実弟の鈴木家が運営許可受け。

1759年（宝暦 9） 元荒川の交差部が柴山伏越だけに改築される

1874年（明治 7） 見沼通船会社の設立、17の地区会社が運営

1920年頃（大正年間） 見沼通船の実質終息

1931年（昭和 6） 見沼通船会社の通船許可が切れて、見沼通船の正式廃止

1955年（昭和30） 埼玉県教育委員会により県指定史跡に指定される

1982年（昭和57） 国指定史跡に指定される。

1994年（平成 6） 見沼通船堀整備事業着手（～平成 9年度）東縁閘門の復元

1995年（平成 7） 閘門開閉実験

1997年（平成 9） 西縁一の関の復元、舟の復元。

通船堀の閘門開閉実演を実施する。

下流5,000haをかんがい

８代将軍徳川吉宗が新田開発を
奨励（享保の改革）

見沼代用水沿川の沼の開発を含
めて15,000haをかんがい

連続航行が不可能となり、荷物の積
み替えを要した

1883年(明治16)高崎線開通

1885年(明治18)東北線開通

1914年(大正3)パナマ運河が完成(見
沼通船堀よりも183年後)

見沼代用水と見沼通船堀に関する経緯

○ ４
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◎
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◎
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見沼溜井と八丁堤

• 見沼と呼ばれる広大な沼沢池を見沼溜井に造成
し、かんがい用水池として利用

• 関東郡代伊奈忠治が八丁堤を築造

• 堤の名前は長さが 8町（870m）あることによる

• 見沼の下流の村、5,000haにかんがい

• 関東流 用排水を繰り返し多段階で利用

見沼溜井：湛水面積1,200ha
程度と推定されている

芝川沿川の沼地に八丁堤を築造
して溜井とし、下流部5,000haを水
田に開発して、かんがい用水を供給
（写真所蔵・（株）中央社）

八丁堤：現在は県道
として使われている

（西縁用水）

（東縁用水）

八丁堤

芝川

（写真はいずれも浦和市立博物館「見沼その歴史と文化」より転載）

見沼溜井

1,200ha

見沼溜井の湛水範囲（推定）

八丁堤

○
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芝川と代用水の３ｍの水位差を克服しなければならない

代用水からの強い水勢に人力で綱を引き一の関を通過

船が一の関通過後角落板を入れ水位を高める

二の関通過に必要な高さまで水位を上げ同様に舟を引き込む

船が二の関を通過したら一の関同様に角落板を入れ水位を上げる

船は代用水を航行し縁辺に荷を届ける 下りは逆の手順となる

見沼通船堀の通行の仕組み

「枠抜き」と呼ばれる熟練者
が鈎のある棒で角落板を設
置したり取りはずす
1カ所に12枚設置される
だいたいは10枚を使用

○

図は浦和市立博物館「見沼その歴史
と文化」より転載・加筆加工
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非かんがい期（９月～２月）

（のちに１２月～２月）

→見沼代用水 東縁用水 仮締切
→

二の関

東縁通船堀
一の関

→芝川（見沼中悪水路） →荒川→隅田川

一の関
西縁通船堀

二の関
→

西縁用水 仮締切

見沼通船堀の利用期間と通船イメージ

かんがい期（３月～８月）

→見沼代用水 東縁用水（かんがい用水）
→

仮締切
二の関

東縁通船堀一の関

→荒川→隅田川

一の関
西縁通船堀

二の関
仮締切

→
西縁用水（かんがい用水）

→芝川（見沼中悪水路）

○
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見沼通船堀の閘門開閉実演風景

一の関の上流側船だまり
○に新の字を描いたノボリを立てている。
見沼通船差配の支配下であることの目印

二の関の下流側
上の枠は鳥居柱

平成 9年から開閉実演を毎年1回開催

「枠抜き」と呼ばれる熟練者が鈎のある棒で
角落板を設置したり取りはずす。
1カ所に12枚設置される。

○
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• 見沼通船堀は代用水縁辺の村々と江戸を結ぶ舟
運のために代用水路を利用する運河として築造され
た

• 代用水路と芝川の間が最も近い八丁堤付近に位
置を選定

• 東縁３９０ｍ、西縁６５４ｍ

• 水位の落差が３ｍもあり、急すぎるので船が通るには
困難であり、これを解消するために、東西とも二箇所
ずつの閘門を設けて水位を調節しながら船を上下さ
せるもの

• 見沼代用水が完成した享保１３年から３年後の享
保１６年（１７３１）に完成

• パナマ運河の完成（１９１４年）よりも１８３年も前にでき
た

運搬された貨物

通航した舟

似艜船（にたりひらたぶね）（なまず船）、

中艜船（なかひらたぶね）

長さ約10.5m、幅2m、積載量６トン～９トン

一俵６０㎏の米で100～150俵

図は浦和市立博物館「見沼その歴史と文化」より転載

所蔵：船の科学館

下り 見沼代用水沿岸→八丁→江戸（東京）

米（年貢米）、大麦、小麦、野菜、

薪、木材、竹木、漬物、樽柿、味噌、渋、芋類

上り 江戸（東京）→八丁→見沼代用水沿岸

肥料（屎尿、干鰯、大豆粕、菜種粕）・石灰

日用品（塩、魚類、醤油、石油、荒物）

見沼通船堀の概要と運搬された貨物と通航した舟

○
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見沼代用水と見沼の干拓
• ８代将軍徳川吉宗が享保の改革を実施、新田開発を奨励

• 勘定吟味役井澤弥惣兵衛為永が設計工事指導

• 新田を開発する余地がなくなってきたので、既存の見沼を干拓して水
田を開発した 1,200ﾍｸﾀｰﾙ

• 従来の見沼の水利の代わりに利根川に水源を求めた。見沼の代わ
りなので「代用水」と呼称

• 幹川延長 約60ｋｍ 河床勾配１／4000（推定） 紀州流
用排水分離

• 代用水沿川の沼地の開発も同時に行われて、かんがい面積の合
計は15,000ヘクタール

利根川の元圦（もといり）樋管伏替図
見沼代用水土地改良区所蔵（写真・図はいずれも浦和市

立博物館「見沼その歴史と文化」より転載）

現在の利根大堰付近
左側の水路が見沼代用水
写真所蔵：水資源機構

見沼代用水の主な構造物位置

元圦

○
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見沼代用水主要構造物の略図

八間堰 柴山伏越

９．６ｍ

○



見沼代用水の現在の取水口・利根大堰（他の用水路との合口）

見沼代用水 武蔵水路

埼玉用水→
（葛西用水
等）

見沼代
用水元
圦樋跡

堰の下を潜って
群馬県側に邑
楽用水が導水
されている。

沈砂池・
大分水工



見沼代用水の元圦（もといり）の跡

19

直上流側に増圦（ますいり）があった。



十六間堰と八間堰

20

左側：十六間堰
（下星川へ）

右側：八間堰
（見沼代用水・柴山伏越へ）

十六間堰（下流側から）
（下星川が余水吐きの役割）



柴山伏越（サイフォン）

21

元荒川を伏越で横断している。

八間堰から柴山伏越までは両側が低地のため、築樋（つきどい
）（または築越（つっこし））で構築されている。



瓦葺（かわらぶき）掛渡井（かけどい）
• 見沼通船が通航できるように、綾瀬川を水路橋で横断していた。

• 現在は伏越（サイフォン）に改築されている。

22



見沼干拓・西縁用水・東縁用水イメージ図

西側 東側

大宮台地 　　　見沼干拓地 慈恩寺台地

西縁用水 　　東縁用水 岩槻

綾瀬川

中山道 日光街道御成道

高沼干拓地 中悪水路

高沼用水

西縁用水・東縁用水と

高沼川 高沼用水は中山道の 　芝川 中悪水路（芝川）との水位差が

下を掘り抜いて通された。 3ｍあるので、舟運ができるように

現在のさいたま新都心駅の 見沼通船堀が構築された。

ホームの南側の下を 　荒川 （パナマ運河と同じ閘門式）

トンネルで通過している。

直前まではＶ字谷で開削

されている。 隅田川・神田川 （作図：市川）

秋葉原の筋違御門近傍の見沼通船会所



同時に干拓された主な沼
と開削された用水

24

・小針沼
・屈巣沼（くすぬま）
・小林前沼
・小林後沼
・河原井沼（→中島用水）
・栢間沼（かやまぬま）
・笠井沼 （→笠井沼用水）
・黒沼 （→黒沼用水）
・見沼（→東縁用水、西縁用水）
・鴻沼（高沼）（→高沼用水）



高沼（鴻沼）干拓と高沼用水

25

西縁用水
から分水



見沼代用水の水路勾配の記述の疑問点

• 見沼土地改良区史によると、見沼代用水の水路勾配は 「・・・長さ３０間に対して
、高さ３寸下がり・・・」と 記述されている。浦和市立博物館発行の「見沼その歴史
・・・」でも同じ記述となっている。

• 『水の匠、水の司』（高崎哲郎著）でも、この記述を引用していると思われる。

これは、メートル法でおおよそ換算すると

９ｃｍ／（３０＊１８０ｃｍ）＝約１／６００ となる。

しかし、この数値は埼玉県内低平地を流れる中川の平均勾配１／４０００と比較する
と、１ケタもオーダーが異なりかなり不合理である。

取水地点である利根大堰の堤防高の標高が、約Ａ．Ｐ．２０ｍである。もし、下流側か
ら１／６００の勾配で水路が構築されているとすると、幹線水路延長約５３ｋｍの上
流地点では、何と約９０ｍもの地点標高になることになり、明らかに不自然である。

参考図書として、『利根川 その治水と利水』（佐藤俊郎著）によると、見沼代用
水の各区間の河床勾配の具体的な数値として、上流部で１／２５００～１／３０００
、東縁用水１／５０００、西縁用水１／４０００などの数値が並んでいる。また『井澤弥
惣兵衛の業績』（青木義修）では、見沼代用水の河床勾配の具体的な数値とし
て、１／４０００～１／５０００としている。



中川縦断図

１／４０００

１／５０００

１／４０００

宇和田堰（五霞町と幸手市の境界）

旧・島川の区間
旧・権現堂川の区間

旧・庄内古川の区間

旧・古利根川の区間



井澤弥惣兵衛為永の関東地方の主な業績の場所

28

江連用水
吉田用水

飯沼干拓

手賀沼干拓見沼干拓

見沼代用水

高沼用水

小合溜井の築造

江戸川中流部ショートカット



日本橋の高札

29

１７２２（享保７年）日本橋に、新田開発の願
い出を認める高札が掲げられた。



飯沼の場所（鬼怒川への排出口が自然堤防で埋塞）

30

飯沼：長さ30ｋｍ、幅
1～2ｋｍ



飯沼干拓

31

東仁連川・東側の用水路、及び台地からの山水
・悪水の排水

飯沼川（中央排水路）

新堀：幸田、神田山（かどやま）の台地をＶ字谷で開削して菅生沼
に落とし、利根川に排水する経路で開削された飯沼川

飯沼川の現在の
メイン排水は西
仁連川にポンプ
排水されている。
左側が西仁連
川・西側の用水
路、及び台地か
らの山水・悪水の
排水

１７２５（享
保１０年）１
月着工～１
７２９（享保
１４年）完
成

俗に飯沼三
千町歩と呼
称される。
実際は、検地
で
１，５２５町歩が
記録された。



飯沼干拓イメージ図

吉田用水から給水 吉田用水から給水

　江川

　　飯沼耕地（飯沼三千町歩） 鬼怒川

　菅生沼 西仁連川 東仁連川

台地からの悪水 台地からの悪水

飯沼川

新堀　（井澤弥惣兵衛の選定路線）

幸田・神田山地先経由で菅生沼へ排水 古堀

利根川へ排水 鬼怒川の洪水による

その後、天明3年の浅間山噴火に伴う利根川の河床上昇で 自然堤防で排水地点が閉塞してしまう

排水不良となった。 ので、不採択。

明治時代には、利根川からの逆流防止のための反町閘門が建設された。

現在は、菅生沼の出口に、法師戸水門が直轄で改築された。

現在は、飯沼耕地からの排水は、主に、圏央道橋梁付近の

幸田排水機場から西仁連川に排水されている。

他に近年の湛水防除事業で、飯沼耕地の中流部で、

鬼怒川にも排水機場で排水されている。 （作図：市川）



坂野家住宅（水海道風土博物館）

33

飯沼干拓に尽力し
た４人の頭取の一
人、大生郷村の名
主坂野伊左衛門
の住宅。
大河ドラマのロケ地と
して度々利用されてい
る。飯沼干拓に関する
資料展示は無し。



飯沼周辺の名主達が決意を示した沓掛香取神社

34

１７２４（享保９年）、飯沼干拓を遂
行するために、飯沼周辺の24ケ村
の名主や組頭144名が沓掛香取
神社に集合して血判状（起請文
）を作成・奉納して、干拓事業の
完成を祈願した。
（新堀派の結束）（利根川に向
かって新規排水路を開削する路
線案）

飯沼下流側の3ケ村は、鬼怒川
に向かって閉塞している出口を開
削する古堀路線案に固執して、こ
の干拓計画には加わらなかった。（
古堀派）

飯沼の右岸（西側）の猿島台地に
鎮座。飯沼の鎮護の神。
（圏央道坂東インター近傍）



飯沼の左岸側（東側）の崇敬を集めている
大生郷（おおのごう）天満宮

35

菅原道真が九州太宰府で失意
の内に逝去した後に、道真の三男
の菅原景行が道真の遺骸を、当
初は常陸笠間に葬ったが、後に当
地に改葬した。日本三天神のひと
つ。



利根川からの逆流防止の施設

36

飯沼川と菅生沼の間に、１９００（明治３３年）に建造された反
町閘門（写真は茨城県自然博物館の園内に復元されたもの）

平成１５年改築の現在の法師戸水門
（菅生沼の出口・直轄事業）

飯沼からの新堀が開削されて、菅生沼への流入箇所には、利根
川からの逆流防止のために、神戸山（かどやま）地先の斜面林に
沿って新堤防が築造された。
しかしながら、新堀の計画は、利根川と飯沼の平水時の水差位で
設計されていたため、利根川の度重なる洪水時には、飯沼干拓地
まで、しばしば逆流して、さらに1783（天明3年）の浅間山噴火に伴う
火山灰による利根川河床の上昇で、深刻な湛水被害が常襲する
事態となった。
明治３３年に反町閘門や昭和１２年に幸田排水機場が建造されて
、ようやく湛水被害が軽減された。昭和３０年に菅生沼の出口に法
師戸水門が建造されて、利根川からの逆流が防止できた。飯沼川は江川・菅生沼に対して、東側の神田山側の

斜面林に沿って、背割堤で平行して流下。



小貝川・福岡堰改築（関東流の山田沼堰を廃止）

37

福岡堰の左岸側にある伊奈神社

１７２２（享保７年）、関東流の山田沼堰を廃止して、２ｋ
ｍ下流側に福岡堰を改築

根用水。
左岸側が、山付
きの洪積台地で、
安定して取水と
水路維持ができ
る。



吉田用水の開削

38

鬼怒川右岸・現在の設備の大道泉伏越を過ぎた吉田地先の
水路（栃木県下野市元吉田：江戸時代の取水地点推定場所）

田川からの取水地点の取水口（左側）

１７２４（享
保９年）～
１７２５完成
延長５６ｋ
ｍ

受益自治体：
結城市、
八千代町、
下妻市（旧千
代川村）、
常総市（旧水
海道市）、
坂東市（旧岩
井市）、
古河市（旧三
和町）



吉田用水と江連用水イメージ図

　田川 鬼怒川

勝瓜頭首工

　

合口取水

大道泉

田川取水口 サイフォン 江連用水

江連地先 （左岸側）

吉田地先

吉田用水

（右岸側）

砂沼

大宝沼干拓

　　田川放水路 江村沼干拓

飯沼耕地 東部幹線

（作図：市川）

西仁連川 東仁連川



江連用水の開削

40

鬼怒川勝瓜頭首工（栃木県真岡市：現在
は江連用水と吉田用水の合口取水）
江戸時代の取水口は、現在の真岡市江連地先

鬼怒川の左岸側が江連用水、右岸
側が吉田用水

１７２６（享
保１１年）
、江連用
水開削
延長３８ｋ
ｍ

受益自治体：
筑西市、下妻
市、常総市（
石下町、水海
道市）

江戸時代初期
に,関東郡代伊
奈忠治が、四箇
用水と八間堀川
を開削した地域
の再開発



手賀沼干拓

41

左側の道路が千間堤（浅間堤）（長さ１．８ｋｍ）

１７２９（享
保１４年）
手賀沼干
拓を指導



江戸川の両岸の標高イメージ

左岸・下総台地（洪積台地）

右岸・中川沖積低地

国府台
台町

西関宿

金町

東金野井

下総台地の高さは市川国府台では沖積低地に対して１５ｍ近く比高差があるが、関東構造盆地の動きで洪積
台地面が徐々に低くなり、関宿・五霞・境付近では２ｍ程度に接近している。

江戸川右岸側堤内地＝中川流域の沖積低地の中流部の勾配は、概ね１／４０００であるので、見沼
代用水路の平均的な勾配もオーダー的にほぼ同程度と推定される。

江戸川に合流する庄内古川の合流点を4ｋｍ引き下げを行う
と，江戸川の洪水のバックウォーターの影響区間の水位を1ｍ
下げられる効果がある。8ｋｍなら2ｍの水位低下が可能になる
。三郷の茂田井まで付け替えられた。



江戸川中流部のショートカット、庄
内古川の合流点引き下げ

43

金杉

深井新田

１７２８（享保１
３年）江戸川
中流部のＳ
字蛇行区間
をショートカット
、庄内古川を
分離して合流
点引き下げ



綾瀬川の浮塚地先の
ショートカット

44

綾瀬川の浮塚地先のショートカット
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小合溜井の構築、古利根川の江戸川合
流点の締め切り、中川下流部の開削



越後・紫雲寺潟の干拓

46

１７３２（享保１７年）、現在の新潟県北部を
流れる加治川の北東側にあった紫雲寺潟
の干拓を指導。
日本海に面した砂丘に落堀川を開削して
紫雲寺潟の干拓地の排水を行う。
１９３０町歩の新田が誕生。１万６千石。

日本海

加治川

阿賀野川
信濃川

落堀川

紫雲寺潟
干拓地

沼
垂

新
潟



木曽三川の分流計画策定

47

１７３５（享保２０年）、美濃郡代の兼帯（兼
務）を命じられる。７３才。
美濃の笠松陣屋に赴任して、１７３６（元文
元年）木曽三川の分流計画を策定する。
・揖斐川と長良川を油島の背割り堤防で分
離。（千本松原）
・揖斐川には長良川の洪水の一部を流入さ
せる。
◎長良川から揖斐川に洪水の一部を分派
する大榑川（おおぐれがわ）洗堰の設計
→薩摩藩による宝暦の治水（お手伝い普
請） （家老平田靭負は過大な支出の責
任を取って切腹）
＊「薩摩洗堰は、完成後、わずか二ヶ月で
機能不全となった。右岸側の高水敷に迂回
流が発生して、洗堰の越流機能が役立たな
くなった。

「濃尾傾動運動」と呼ばれる地形
の動きで、西側の養老山地が隆起
して、濃尾平野の西側が低くなり、
東側の台地が高くなる地殻運動。
結果として、揖斐川が一番河床が
低く、長良川から洪水の一部が奔
流となって流入していた。
さらに木曽川との合流点から長良
川に木曽川の洪水がせき上げ・逆
流（バックウォーター）が生じていた
。

河口部まで三川分流が完了したの
は、デ・レーケの指導による明治期
の改修工事で完成。ケレップ水制
が今でも残存。



木曽三川、濃尾平野と濃尾傾動運動イメージ図

濃尾平野は、西側の養老山地が地殻変動で隆起傾向にあり、

西側 濃尾平野の低平地は西側ほど沈降傾向にある。 東側

養老山地 尾張丘陵

台風などの大雨は、雨域の動きが西側の揖斐川流域から最初に降り始めて

次に長良川流域、最後に東側の木曽川流域に移動して降るため、出水の時間差があり

揖斐川流域は長期間の湛水被害を受けた。 御囲堤 熱田台地

大榑川洗堰 　名古屋城

（おおぐれがわあらいぜき） 木曽川 （御三家筆頭・尾張藩徳川家）

長良川 ﾊﾞｯｸｳｫｰﾀｰ 庄内川低地

揖斐川 大榑川

御囲堤：美濃側の堤防高は尾張藩側より3尺低かるべし

木曽川の洪水が下流合流点から長良川にせき上げ・逆流（バックウォーター）

（宝暦の治水後でも、木曽川と長良川の下流部は分離できていなかった）

（木曽川と長良川の下流部の完全分離は明治時代にデ・レーケにより完成）

揖斐川の河床は長良川の河床より約2ｍも低いので

長良川の洪水の一部が大榑川洗堰から越流して

沈降 大榑川に流入して奔流となって揖斐川に流下した。

隆起 （作図：市川）



木曽三川と大榑川（おおぐれがわ）洗堰のイメージ図

　　揖斐川 　　　長良川

薩摩藩のお手伝い普請 長良川の流下能力が不足のため

薩摩洗堰が完成して 大榑川洗堰は、長良川の出水が

2ヶ月後の洪水で ２合水を越えたら越流が始まる

迂回流が発生して、 高さに構築された。

薩摩洗堰は機能を

果たせなくなった

木曽川

木曽川の洪水が長良川

にせき上げ・逆流

（バックウォーター）

　木曽川と長良川の

　完全分離は、明治時代の

　デレーケの指導で完成した。

迂回流の事例：１９７４

（昭和４９年）多摩川洪水で

二ヶ領宿河原堰（固定堰）の

左岸側高水敷に迂回流が発生

長良川と揖斐川を分ける 東京都狛江市の左岸側堤防が

油島の背割堤は薩摩藩の 洗掘され民家１９戸が流出。

お手伝い普請による 国が管理瑕疵に問われた。

宝暦の治水工事の

根幹的な事業箇所

（千本松原）

（作図：市川）

油

島

背

割

堤

伊勢湾

薩摩洗堰

その後、

自普請で

再築され

た大榑川

洗堰

大

榑

川

揖斐川の河床

は長良川の河

床よりも８尺

（２．４ｍ）

低いので、大

榑川洗堰を越

流した洪水流

長

島

輪

中



井澤弥惣兵衛為永の紀州流の師・大畑才蔵

50

・紀州藩の地方巧者（じかたこうしゃ）
・現在の和歌山県橋本市生まれ。
・年齢は、井澤弥惣兵衛よりも２１才年長。
・大庄屋の補佐である「杖突」に任命される。
・１６９６（元禄９年）紀州藩普請方手代に任じられる。
・藤崎井用水開削、小田井用水開削、新川用水開削な
どに従事。
◎水準測量の水盛器を考案。精度の高い測量が可能に
なった。
◎掛渡井（掛け樋、伏越、丁場割り、河岸段丘と低地の
境界を路線選定するなど、紀州流の工事手法の原点を具
体的に実現。
・１７２０（享保５年）逝去。享年７９才。



井澤弥惣兵衛為永の嫡男楠之丞正房と部下達について

51

井澤弥惣兵衛の嫡男・楠之丞正房
・父に同行して江戸に赴任。
・見沼干拓の際も、父に同行して萬年寺に宿泊して、業務を補佐する。
・１７３１（享保１６年）、見沼の排水路である芝川の荒川吐口の逆流防止の逆水樋
門を構築。難工事であったといわれる。（後年になって、荒川の洪水で破壊される）
・父の死後、後継者となり、１７４７（延享４年）、勘定吟味役に任じられる。
・１７５３（宝暦３年）、三河の吉田橋普請で仕事に不手際が発生して、降格となる。

井澤弥惣兵衛の部下達
・保田太左衛門 土木技術者
・塩路善太郎 土木技術者
・
・黒鍬者（くろくわもの） 熟練の土木作業員



52

井澤弥惣兵衛為永の事業推進に尽力した名主、町人達

◎見沼干拓関係
・高田茂右衛門 紀州出身。後に、見沼通船堀の差配役に任命される。
・鈴木文平（高田茂右衛門の実弟）後に、見沼通船堀の差配役に任命される。

（現在、見沼通船堀のそばに、居住している。）
・加田屋 坂東家 紀州出身。見沼の北東側の干拓を先行して実施、一度は元の沼
地に戻されてしまう。（現在、旧坂東家住宅が見沼クラシック館として保存されている。干拓
展示あり）

◎飯沼干拓関係
・秋葉左平太 尾崎村名主（八千代町）
・秋葉三太夫 崎房村名主（常総市石下）
・秋葉源次郎 馬場村名主（常総市石下）
・坂野伊左衛門 大生郷村名主（常総市水海道） （現在、坂野家住宅が常総市の
水海道風土博物館として保存されている。干拓の展示無し）

◎手賀沼干拓
・井上家 江戸の町人出身。布佐に移住して手賀沼干拓に専念。 （現在、我孫子市
の資料館として保存されている。干拓展示あり）
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井澤弥惣兵衛為永の関東地方の主な関連の場所

見沼干拓・加田屋坂東家

見沼通船堀・鈴木家
手賀沼干拓・井上家見沼干拓・氷川女体神社

見沼干拓・萬年寺

柴山・分骨墓・常福寺

麹町・心法寺

大生郷天満宮

沓掛香取神社

飯沼干拓・坂野家



手賀沼干拓に尽力した旧井上家

54



見沼干拓に尽力した加田屋・旧坂東家
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見沼通船差配役・鈴木家住宅

・江戸時代後期の文政年間（１８２
０年頃）に鈴木家が八丁河岸に

出向いて通船差配を直接行うように
なった。

その当時に建築された旧家。

・後ろ側に米蔵と納屋がある。

・その裏手が通船堀（西縁）

・手前の道路は八丁堤

・皇太子殿下の行啓の休憩場所と
なった。

・元駐米大使の大河原良雄氏が
応対（当主鈴木甫氏の母方の叔
父）



井澤弥惣兵衛のお墓のある心法寺（麹町）

57



分骨されたお墓のある常福寺・柴山（埼玉県白岡市）
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萬年寺（ばんねんじ）
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見沼干拓の
際の番所（工
事事務所）
が設置されて
いた。

井澤弥
惣兵衛の
顕彰碑



氷川女体神社
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「これは川ではない、滝だ！」

ご存じですか？へーそうなんだ。

• この言葉を言ったのは、明治時代初期のオランダ人お雇い工師のデ
レーケが、富山県の常願寺川を視察した際に言った言葉と、一般に
伝えられています。

• デレーケは、常願寺川の支流の、日本で最高の落差のある称名の
滝を発見したことでも知られています。

• この言葉は、実際は、立山カルデラから流下する膨大な土砂に対して
、県の予算では対処できないとして、富山県の役人が直轄事業化を
国に要望する文書の中で表現したものです。

• 「川というよりも、瀑（ばく）といわんや」
• その結果、立山砂防事業は、国土交通省の直轄砂防事業箇所と
して、長年継続されています。白岩砂防堰堤が有名です。



「調節池の囲繞堤の読み方？」

ご存じですか？へーそうなんだ。

• 河川系の技術者は、「囲繞堤」を一般的に「いぎょうて
い」と呼び習わしていますが、本来のこの漢字の読み方
は「いにょう」と読むのが正しいものです。

• 囲繞（いにょう）とは、回りを囲いめぐらすことと。回りをぐるり
と囲んでいることの意味です。

• 「いじょう」と読むこともあるようです。
• おそらく、堯（ぎょう：古代中国の伝説の３人の天子・堯舜
禹の一人）などの読み方から読み違えられたと思われま
す。



玉川上水の建設の主役は玉川兄弟ではなく、「知恵伊豆」では？」

ご存じですか？へーそうなんだ。

• 玉川兄弟は、町人の請負業者です。現在でいえば、ゼネコンに当た
ります。でも、主役というには不適当ではないでしょうか。

• 例えば、法隆寺を作った人は誰ですかという質問に対して、子供達は
聖徳太子と答えます。宮大工の集団の金剛組とは言われません。

• つまり、誰が必要として、誰が主導して、誰が資金手当をしたかというこ
とが主役の評価となります。

• 玉川上水は、徳川幕府が人口が急膨張している江戸の水不足を
解消するために、徳川幕府が資金を出して実施した事業です。時の
四代将軍の徳川家綱はまだ中学生くらいで、実務の実権はありませ
んでした。

• 主導したのは、「知恵伊豆」こと、老中首座の松平伊豆守信綱です
。自ら「惣奉行」として事業を推進しました。川越藩主でもあったので、
その後野火止用水を分水する権利を幕府に認めさせています。これ
により、不毛の野火止台地が開発されました。



「オランダ人お雇い講師のリンドが設置した水準標石はペト
ルメルクステトン？」→「ペイルメルクステイン」です。

ご存じですか？へーそうなんだ。

• 明治時代初期のオランダ人お雇い工師の一人リンドが、利根川、
江戸川、荒川に、水位観測や水準測量のための水準標石を設置し
ました。この水準標石をオランダ語で、利根川百年史などの文献書
籍では「ペトル メルク ステトン」と記載されていますが、これは間違
いです。

• リンドの文書を翻訳した人（澱川 碇）が、縦書きのカタカナで「イ」を
やや斜めに書いたため、後の日本人河川技術者が斜めの「イ」を「ト
」と読み間違えて、治水雑誌などに掲載したことで間違いが一人歩き
しました。

• 本当の表現は「ペイル メルク ステイン」（英語のベンチマークに
相当）が正解です。



洪水で堤防が破堤した箇所にできる「おっぽり」とは
• 「おっぽり」：語源的に「押堀」と表記
• 洪水で堤防が破堤した後にできる深い局所洗掘
の池、水たまり。

• 中条堤の北河原の切れ所沼
• 栗橋の宝治戸池

など、利根川洪水の氾濫原の中川流域に多数
あり。

写真は栗橋の宝治戸池と幸手の高須賀池。
代表的な「押堀」（おっぽり）

・後北条氏が締め切った古利根川の蛇田堤の箇所
は、江戸時代の洪水で破堤して、宝泉寺池となってい
る。

• 「落とし堀」は全く別物：用水路と排
水路を兼用した農業用水路。

• 用水＝「堀」
• 排水（悪水）＝「落とし」
• 関東流の水利用方式
• 葛西用水路が途中区間で大落古
利根川の流路を兼用している。

• 写真は「関宿落とし堀」別名「随
庵堀」の説明パネル。

ご存じですか？へーそうなんだ。



「碓井峠の最大勾配の６６．７パーミルって？」
ご存じですか？へーそうなんだ。

• クイズでもしばしば出される話題の、かつて群馬県と長野県を結んで
いた信越本線の碓井峠の最大勾配は、１０００メートルで６６．７メート
ル上がる急勾配として、アプト式鉄道として建設されました。

• ‰（パーミル）は、千分率のことです。
• この６６．７‰（パーミル）は、中途半端な、おかしな数値だと思っている
方もいるかと存じます。

• 実は、この勾配は、山岳鉄道として、１／１５の勾配のことでした。
• １／１５＝０．０６６６６・・となります。

６６．７ｍ

１，０００ｍ



平成27年の鬼怒川洪水で溢水した箇所は、自然堤防では
無く、「鬼怒砂丘」と呼ばれる河畔砂丘です。
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玉川上水の建設費用は？

推論、私論

• 当初、玉川上水の建設資金として、徳川幕府から玉川兄弟に渡さ
れた資金は、６，０００両と言われています。

• ところが、言い伝えでは、２回の路線選定の失敗などもあり、建設資
金が途中で枯渇して、玉川兄弟は家屋敷を売り払い、親戚からも借
金をして、３，０００両を工面して、工事を継続しました。

• 徳川幕府の公式文献では、玉川上水の建設の経費を７，５００両と
記述されているものがあります。

• 推論として、不足した３，０００両の半分を幕府側の負担として増額変
更に応じて、残りの不足分は、玉川兄弟を玉川上水の管理役として
任命して、利用水量に応じて、代金を徴収する権利を認めたということ
ではないでしょうか？

• いわゆる現代のＰＦＩ事業の走りではないでしょうか？



話題：二郷半領の地名のエピソード

＊埼玉県東部の吉川市から三郷市周辺は江戸時代までは二
郷半沼という沼地・低湿地帯であった。寛永年間の伊奈氏の治
水事業で広大な新田が開発された。古利根川の河道を兼用し
た葛西用水の松伏溜井から二郷半領用水路が引かれた。
＊このとき、徳川家から伊奈氏に対して、「この地を一生支配せよ
。」と報償が与えられた。
『一升』を『四配』（４分の１）する。→『２合半』
実際は、『新田十分の一付与』という特権で、新田開発の面積
の１割が伊奈家の新規の領地とされて、幕府から命じられる多く
の業務を遂行するために、関東郡代伊奈家の財政を支えた。

• クイズ：『一斗二升五合』は、何と読みますか？

• 答え：（ご記入願います）



ご清聴、ありがとうございました。

• 本日は「河川文化を語る会」に御参加いただきまして誠にありがとうございました。今
後も機会がいただけましたら、次回以降も御参加をお待ちしております。

• 千葉県立関宿城博物館では、調査協力員の博物館セミナーを開催しています。
• 友の会では勉強会に加えて、歴史探訪ウォーキング、昔のあそびを楽しむ、関宿
城さくらまつり出展なども実施しています。

• よろしければ、是非、千葉県立関宿城博物館友の会に入会を御検討ください。


